
項目 学校経営目標 具体的実践内容 評価項目（数値はH28,H29,H30）
自己
評価

考察・改善策 学校関係者評価委員から

1
　生徒は、該当学年の学習内容を理解して
いる。（教師：81⇒70⇒57.1）（保護者：66.7
⇒66.1⇒67.1）（生徒：83.9⇒86.0⇒87.2）

B

◯保護者、生徒評価とも向上しているが、教職員の評
価が著しく低下している。「主体的・対話的で深い学び」
を実現する更なる授業実践、定期テスト前に行っている
学習相談日の更なる充実を図りたい。

2
　生徒は、自分の考えを積極的に伝えてい
る（教師：×⇒62.0⇒57.1）（保護者：56.0⇒
61.2⇒62.3）（生徒：75.8⇒79.6⇒74.0）

B

○保護者、生徒の評価は向上しているが、教職員
の評価が低下している。1時間の学びの中で、考
えをまとめる時間や級友同士で意見を共有する時
間を十分に確保したい。

3

生徒は、進んで先生に聞いたり自分で調べ
たりして学習している。（教師：×⇒×⇒
57.1）（保護者：52.8⇒61.2⇒62.3）（生徒：
75.4⇒79.6⇒74.0）

Ａ

○保護者の評価は向上している。日頃の授業の
中で質問しやすい雰囲気を作り、生徒のつぶやき
を丁寧に取り上げながら展開する授業をさらに目
指していきたい。

4
「考える道徳」「議論する道徳」への授業改
善に取り組んでいる。（教師：H30年度100） A

○本年度、校内研修会の取組の柱であり、学年を
中心に、研究授業やローテーション道徳を実施し
た。来年度も取組を継続し、道徳の評価について
研修を深めていきたい。

5
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善に取り組んでいる。（教師：平成
30年度100）

A

○本年度から教職員の評価項目としたため、経年
変化を見ることができないが、今年度は全職員が
肯定的に回答した。今後も継続できるよう、校内研
修会等で研修を進めていきたい。

6

（２）行事や諸活動をとおし
て所属感や自尊感情を高
める特別活動

ウ．積極的に社会
に参画しようとする
態度を養う体験活
動

生徒は、行事や課外活動に積極的
に参加している。（教師：100⇒100
⇒92.9）（保護者：93.4⇒93.2⇒91.0）
（生徒：93.5⇒96.5⇒94.4）

Ａ
○教職員、保護者、生徒とも90％を越える高い数
値を示している。今後も所属感や自尊感情を高め
る行事や課外活動を展開していきたい。

7

生徒は、進んであいさつをしている。（教
師：90.0⇒95.0⇒92.9）（保護者：89.0⇒
90.5⇒97.3）（生徒：98.5⇒96.6⇒95.5）
（学校運営協議委員：30前100⇒後
87.5）

Ａ

○教職員、保護者、生徒ともほぼ90％を越える高
い数値を示しているが、学校運営協議委員から、
やや弱くなっているとのご意見をいただいた。教職
員自らも積極的にあいさつを行い、あいさつを盛り
上げていきたい。

○いつも生徒のあいさつがしっかりできてい
ます。（会うたびに）一体校の推進を後押しす
るため、地域理解の向上に努めていきます。

8

生徒は互いにルールを守り、協力
する雰囲気がある。（教師：H30前
100⇒後85.8）（保護者：93.1⇒91.0
⇒91.5）（生徒：95.5⇒98.1⇒91.7）

B

◯各教科では、単元構想を一工夫したりし、協働的な
学習活動を取り入れた授業を展開したりしながら、生徒
の思考力･表現力・判断力を向上させるよう努めてい
る。新学習指導要領実施に向け、さらに継続した取組
を行い、その成果を見ていきたい。

9

ウ．多面的、総合
的、内面に対する
共感的理解など生
徒理解の進化

子ども理解の深化（深い子ども理
解）に努めている（教師：87.0⇒100
⇒100）

A
○全職員が肯定的に回答した。今後も生徒理解
の会や生活アンケート、担任による日記の点検等
を行い、子ども理解に努めていきたい。

10

イ．危機管理体制
や防災体制の確立
と防災教育の推進

安心・安全に対する指導・助言に気
を使っている（教師：64.0⇒95.0⇒
100）

Ａ
○本年度は全職員が肯定的に回答した。年間３回
の防災訓練、３・１１防災の日に行う防災講話な
ど、防災に係る行事を今後も継続させていきたい。
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ア．「生活三訓（時
を守り、礼を正し、
場を清める）」の意
識付けによる基本
的な生活習慣の確
立を目指し、「より
よく生きる力」を育
てる指導

（１）学びのつながりを大切
にし、「学びの地図」を意
識した授業づくりの推進

イ．新学習指導要
領（学びの地図）へ

の対応

（３）受容と共感、人間尊重
の精神を基盤とし、積極的
で機動的な生徒指導

（４）健康で安全・安心な生
活と教育環境の整備・充
実

○コラムを読む活動が今年度取り入れられ、
生徒の思考力や表現力を高めるためにすば
らしいと思います。小さなことを継続して積み
重ねていくことの大切さを先生方が理解され
ているからだと思います。生徒の「学びに向
かう態度や姿勢」に表われてくるものと思いま
す。

○学校へ訪問させていただいたり、地域の活動で
顔を合わせたりすることが何年か続いているた
め、お互いに顔見知りになり、あいさつが交わせる
ようになってきてうれしく思います。（しかし高校生
になるとそれができなくなっていることが残念に思
います。地域としての課題であると感じています。
地域の大人から声をかけていくこと、地域力を高
めることだと思っています。

○しっかりあいさつができて、礼儀も良い（人
としての基本が構築されつつある。）
友達や小学生に対する思いやりも見える。
自転車走行中は安全運転に集中したい。（話
しながらは少なくしたい）



11

ウ．学校保健委員
会や「健康・安全の
日」を通した保健
指導の充実

　生徒は、規則正しい生活を送って
いる。（教師：93.0⇒100）

A
年２回実施している「早く寝よう週間」で、普段の生
活を見直す取組が行われた成果が出ている。今
後も取り組みを継続させていきたい。

12
(教師）学校教育目標や学校の活動を地域
や保護者に広めようとしている。
（100⇒100⇒100）

Ａ

◯学校ホームページや学校だより等を通じて、学校の
経営方針や教育活動の具体的な様子など、保護者や
地域住民に対して発信することができた。また、学校運
営協議会の場で周知してもらうことができた。

○防災訓練、もちつき大会等、地区の行事に
積極的に参加してくださり、感謝しています。
地域と学校が連携しているためではないで
しょうか。

13
(保護者）向陽中はコスモスの精神をもった
生徒が理想の生徒像であることを知ってい
る。（91.7⇒91.5⇒98.3）

A

◯学校ホームページや学校だより等を通じて、学校の
経営方針や教育活動の具体的な様子など、保護者や
地域住民に対して発信することができた。また、学校運
営協議会の場で周知してもらうことができた。

14
（生徒）コスモスの精神を意識して生活して
いる。（92.5⇒95.2⇒86.6） B

○生徒による評価が低下している。生徒に対する
周知が弱かった。朝の会や帰りの会など、日常の
取組の中で、コスモスの精神について、教員が意
識して生徒に話す場面を増やしていきたい。

15

イ．コミュニティ・ス
クールと向陽学府
小中一貫教育の一
体的な取り組み

生徒は今すんでいる地域の歴史や自然に
ついて感心がある（保護者：67.0⇒769.4⇒
48.6）（生徒：68.2⇒67.8⇒63.5）

C

○保護者、生徒とも評価が低下している。小学校
生活科や社会科等の時間で扱っている地域の学
びを、総合的な学習の時間や社会科等で生かして
いく授業を展開していきたい。

16

ウ．地域行事への
積極的な参加

生徒は、地域の活動に積極的に参
加している。（教師：94.0⇒89.0⇒
92.9）（保護者：86.6⇒81.1⇒85.8）
（生徒：87.6⇒85.8⇒88.8）

A

○地域の活動に積極的に参加している。今後も地
区体育祭、防災訓練、交流センター主催の行事に
は積極的に参加し、地域との互恵関係、コミュニ
ティづくりがより深まるよう促していきたい。

17
学校運営に積極的に参加しようとし
た。（教師：94.0⇒100⇒100）

A

18
熱意と情熱をもって教育実践してい
る（教師：94.0⇒100⇒100）

A

19
教育課程・学校行事は適切であっ
た。（教師：100⇒95.0⇒97.9）

A

20
学校運営組織・諸会議は機能的・効
率的である。（教師：78.0⇒75.0⇒
98.5）

A

21

エ．コンプライアン
ス委員会を核とし
た不祥事根絶の取
組

教育公務員としての資質向上に努
めている。（教師：100⇒95.0⇒100）

A

ア．教育活動の目
標やビジョンの発
信と保護者や地域
の思いの受信によ
る理念の共有

（４）健康で安全・安心な生
活と教育環境の整備・充
実

（５）地域と一体となって子
供たちを育む「地域ととも
にある学校」への転換

（６）人間性や指導力向上
を目指す頼もしい教職員
集団の形成

ア．教職員一人一
人が力を発揮でき
る環境づくりと危機
に強い組織づくり

ウ．兼務連携によ
る学校事務の効率
化・適正化及び学
校諸会計の効率的
で透明な遂行

○本年度はすべての項目について、教職員の評
価が100％に近い数値となった。教職員を適材適
所に配置した学校組織、報告・連絡・相談を徹底し
た強固なつながりを持つ教職員集団の成果と判断
する。
　今後は、教育課程、学校事務等の効率化・適正
化を追求し、豊かな人間生徒思いやりをもつ教職
員を目指し、取り組みを進めたい。

○ボランティアとして、多数が地域活動に参加して
いただいていることに感謝します。
一体校建設に向け、市教委と地域が連携しあって
進めていきたいと思っていますので、教育現場の
立場として、支援をこれまで以上にいただきたい。
内面に課題を持つ生徒が何人かいるようですが、
個々の特性の伸長、社会の育成等、個別支援計
画に基づき、育成のほど、よろしくお願いします。

○先生方の日頃の丁寧なご指導に感謝申し
上げます。
これからの学校教育を考えたとき、「小中一
体校」の実現に向け、保護者を含めた地域住
民の理解がいっそう深まるよう願っています。

○しっかりあいさつができて、礼儀も良い（人
としての基本が構築されつつある。）
友達や小学生に対する思いやりも見える。
自転車走行中は安全運転に集中したい。（話
しながらは少なくしたい）

○中学生時代は人間形成の最も大事な時期と考
えます。経済的には豊かな方向に向かっている昨
今ではあるが、忘れてはならないのが「心の豊か
さ」＝本当の豊かさであろうと思います。この時期
でないとできない他を思いやる人づくりを学校や地
域が協同でさらに推進していきたい。そのために
は「学校便り」などを数多く発行し、常時子どもたち
の様子を広く地区へ流してほしい。


